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   For the treatment of progressive bladder tumors, intraarterial infusion chemotherapy has been 
performed extensively with satisfactory results. However, we have experienced various cases not 
only in which side effects of the infusion drug appeared, but also in which treatment had to be 
discontinued because of infections and flexious caused by the intraarterial infusion catheter. In this 
study, intraarterial infusion chemotherapy was done using the vascular-access-port (VAP) which is an 
access implanted in the body devised to improve the fault of the intraarterial catheter exposed out-
side of the body.





















































くな り腹 部膨 満 感 も加 わ って きた た め,当 科 を 受 診,
即 日入 院 と な った.
入 院 時 現症:体 格 中 等 度,栄 養 不 良,眼 瞼血 膜 は貧
血 状 で,眼 球 血 膜 に黄 疸 を 認 め な い ・腹 部理 学 的 所 見
で右 腎 は一 横 指 触 知,膀 胱 部 に圧 痛 が あ り,手 拳大 の
腫 瘤 を触 れ る・
入 院 時 検査 成 績:




































2.膀 胱 鏡検 査:血 塊 除 去 した の ち に膀 胱 鏡 検 査 を
施行 した と ころ腫 瘍 は 膀胱 の 左側 壁 よ り大 き く突 出 し
て いた,血 塊や 炎 症 の た め 尿 管 口の確 認,膀 胱 粘膜 の
観 察 は 不 可能 で あ った 。
3.X線 検 査lKUBで は と くに異 常 を認 め な い.
DIP20分像 で は 左 腎 は水 腎 症 を 呈 し(Fig.2),CG
にて 膀 胱 左壁 に陰 影 欠 損 を認 め,パ ル ー ン カテ ー テル
は右 方 に 強 く圧 迫 され て い た(Fig.3).
4.CT検 査=膀 胱 内に突 出 し,膀 胱 壁 を 越 え骨 盤
腔 に 浸 潤 す る膀 胱 腫 瘍 を認 め た(Fig.4),
5.血 管造 影 左 内 腸 骨 動脈 よ り分 枝 す る腫瘍 血 管
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